
最
近
に
海
け
る
殿
式
遺
蹟
の
研
究
と
発
掘
（
下
）

伊

藤

道

治

最近における殿式遺蹟の研究と発掘（下）　（伊藤）

　
　
　
　
　
　
　
三

　
さ
て
、
こ
の
項
で
は
墓
葬
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。
先
に
焼
土
の
地
下
建
築
に

ふ
れ
た
際
に
除
外
し
た
墓
と
坑
と
が
こ
れ
に
当
る
。
墓
は
人
間
を
埋
葬
し
た
も

の
、
坑
は
人
問
以
外
に
車
馬
を
共
に
埋
葬
し
た
も
の
と
、
馬
・
牛
・
羊
・
狗
・

猪
・
鳥
な
ど
、
域
は
牛
羊
・
・
羊
狗
を
共
に
埋
葬
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち

坑
は
独
立
し
て
埋
葬
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
墓
或
は
地
上
の
建
築
に
附
随
し
て

行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
祭
祀
の
犠
牲
、
或
は
殉
葬
と
し
て
行
わ
れ
た

の
で
あ
る
。
従
っ
て
墓
葬
の
ゆ
心
は
石
氏
の
所
謂
墓
に
あ
る
わ
け
で
あ
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

今
少
し
く
詳
し
く
分
類
し
た
も
の
を
紹
介
し
よ
う
。

　
1
、
単
仰
　
長
方
形
、
南
北
向
と
東
西
向
と
あ
り
、
一
人
を
伸
展
仰
置
、
随

　
　
　
　
　
葬
口
囎
あ
る
も
の
と
な
き
も
の
と
二
種
あ
り
。
　
（
図
／
4
の
4
）

　
2
、
下
畑
　
長
方
形
、
爾
北
向
或
は
東
北
向
、
一
入
を
伸
展
徳
琶
、
随
葬
品

　
　
　
　
　
を
と
も
な
う
も
の
は
陶
鵬
・
聖
像
な
ど
、
稀
に
忌
事
な
ど
あ
り
。

　
　
　
　
　
腰
坑
あ
る
も
の
と
な
き
も
の
と
あ
り
。
　
（
図
1
4
の
6
）

　
3
、
多
傭
　
長
方
形
、
爾
北
向
が
多
く
、
三
人
を
埋
め
た
も
の
と
五
人
と
の

　
　
　
　
も
の
が
多
い
。
傭
身
で
、
頭
部
を
切
断
…
し
た
後
に
　
腸
幹
ど
共
に
埋

　
　
　
　
思
す
。
　
（
図
1
4
の
3
・
5
・
7
）

4
、
乱
塾
　
不
規
則
な
長
方
形
、
入
架
数
は
一
定
せ
ず
、
埋
葬
の
状
態
も
仰
・

　
　
　
　
徳
・
側
・
屈
身
な
ど
あ
り
、
方
向
も
不
規
則
、
頭
部
を
切
断
し
た

　
　
　
　
後
に
埋
葬
、
時
に
頭
骨
の
み
一
ケ
所
に
集
め
た
も
の
が
あ
る
。
随

　
　
　
　
葬
物
は
な
い
が
、
身
辺
に
数
傾
の
蛙
飾
・
銅
鈴
な
ど
の
発
見
さ
れ

　
　
　
　
る
も
の
あ
り
。
　
（
図
甦
の
一
・
2
）

5
、
雛
葬
　
方
形
、
麓
座
し
た
一
人
を
埋
め
る
。
随
葬
物
の
あ
る
も
の
は
、

　
　
　
　
右
手
に
愛
を
も
つ
も
の
と
、
右
手
に
肉
、
左
手
に
盾
の
二
つ
を
も

　
　
　
　
つ
も
の
が
あ
る
。
ま
た
時
に
狗
を
一
匹
伴
う
も
の
あ
り
。
顔
颪
は

　
　
　
　
そ
の
墓
の
位
置
に
よ
っ
て
南
向
と
北
向
と
あ
り
。
　
（
図
1
4
の
9
）

6
、
童
葬
　
長
方
形
、
数
人
の
子
供
を
埋
葬
。
随
葬
物
な
き
も
の
と
、
松
縁

　
　
　
　
石
や
牙
飾
の
発
見
さ
れ
る
も
の
と
が
あ
る
。
　
（
図
1
4
の
1
0
）

7
、
獣
葬
　
長
方
形
、
南
北
向
と
東
西
向
と
あ
り
。
牛
・
羊
・
狗
な
ど
を
埋

　
　
　
葬
。

63 （4ユ5）
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8
、
車
馬
葬
長
方
形
、
南
北
向
。
一
車
四
駕
三
人
の
も
の
と
、
一
側
二
馬

　
　
　
　
三
入
の
も
の
と
が
あ
り
、
隠
避
物
は
兵
器
を
主
と
し
、
戦
車
を
埋

　
　
　
葬
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

9
、
銅
器
墓
　
長
方
形
、
南
北
向
が
多
い
。
入
架
は
一
一
人
と
五
人
と
の
も
の

　
　
　
　
が
あ
り
、
願
．
・
爵
・
鼎
・
甑
・
愚
・
聾
・
罐
・
象
・
丈
・
矢
な
ど

　
　
　
　
の
膏
銅
器
の
下
颪
に
入
架
が
あ
る
。
従
っ
て
負
続
騰
と
も
い
う
。

　
　
　
　
（
図
1
4
の
8
）

鏑4鴎墓葬の種類（「小屯。区的墓葬群」）

1
0
、
四
葬
奢
及
随
葬
晶
の
あ
る
墓
長
方
彩
、
他
墓
詣
に
比
し
て

　
　
　
　
大
き
く
、
南
北
約
三
米
・
東
西
一
・
五
～
二
・
○
米
。

課
内
に
主
人
を
い
れ
、
そ
の
身
上
に
紅
土
を
か
け
る
。

陪
葬
者
は
一
人
と
二
入
以
上
と
の
が
あ
り
、
爵
・
甑
。

聾
・
鼎
・
盤
・
鱒
・
悉
皿
・
業
・
矢
な
ど
の
鋼
器
と
玉
笄

・
石
鳥
な
ど
の
鳥
葬
物
も
と
も
に
棺
内
に
置
く
。
墓
の

上
下
に
数
匹
の
狗
、
或
は
脳
底
中
央
の
腰
坑
に
狗
一
匹

を
い
れ
る
も
の
あ
り
。

っ
た
ら
し
い
。

県
・
郵
州
・
洛
…
陽
・
長
安
豊
門
鎮
な
ど
の
股
・
雪
隠
墓
な
ど
に
も
共
通
し
て
見

ら
れ
る
形
で
、
先
づ
当
時
の
一
般
墓
葬
と
考
え
て
よ
い
。
そ
の
大
き
さ
は
、

1
・
2
は
小
型
墓
、
1
0
は
中
型
墓
と
い
わ
れ
（
大
忌
に
対
し
て
）
（
図
1
5
）
、
今

そ
の
一
例
を
耀
鼎
の
も
の
に
と
る
と
、
小
型
墓
（
＝
○
弩
墓
）
長
二
・
一
、

寛
○
・
八
、
深
○
・
五
五
米
、
中
型
墓
（
一
四
七
号
墓
）
長
五
・
二
、
寛
四
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

二
、
深
三
・
八
米
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
重
氏
の
分
類
は
漉
水
南
岸
小
屯
村
地
区
の
四
葬
に
つ
い
て
行

わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
地
上
建
築
に
附
随
し
て
埋
め
ら
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
こ
れ
を
純
粋
な
死
目
の
墓
葬

と
考
え
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
然
し
、
股
代
墓
葬
地
区
と
言
わ

れ
る
酉
北
岡
一
帯
か
ら
発
掘
さ
れ
た
墓
葬
の
種
類
「
も
大
体
同
じ
で
あ

　
　
特
に
一
・
2
・
玲
の
形
式
は
、
小
糠
周
辺
の
股
代
車
や
、
揮

。蔓（416）
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さ
て
こ
の
小
書
地
区
に
お
け
る
墓
葬
に
つ
い
て
見
る
と
、
石
氏
の
行
っ
た
研

究
は
、
図
1
3
（
前
号
）
の
如
き
配
置
の
も
の
で
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
乙
聡
達
駈

に
対
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
乙
七
慕
堤
の
内
部
に
あ
る
綿
業
は

三
層
に
分
れ
、
下
層
は
三
ケ
の
狗
墓
、
中
層
は
警
衛
一
と
論
罪
墓
九
、
上
層
は

脆
墓
凶
と
乱
離
墓
竃
か
ら
成
立
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
下
層
は
舞
墓
、
中
層
は

賢
柱
と
夫
々
の
建
築
の
過
程
で
行
わ
れ
た
祭
祀
の
犠
牲
で
あ
り
、
上
層
の
脆
墓

は
門
戸
に
当
り
、
警
衛
者
を
埋
め
、
他
の
三
墓
の
う
ち
二
つ
は
女
人
葬
か
と
も

　
　
⑪

考
え
ら
れ
、
一
つ
は
厨
墨
形
の
銅
刀
を
出
土
し
て
い
る
の
で
膳
夫
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。
即
ち
近
侍
巻
を
埋
め
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
武
官
二
大
墓
の
腰
高

・
陪
葬
（
女
性
と
考
え
ら
れ
る
陪
葬
者
も
あ
る
）
・
墓
道
の
脆
墓
に
当
る
も
の

　
　
　
⑫

で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
石
氏
の
璽
墓
な
ど
の
儀
牲
と
い
う
解
釈
の
蟻
否
は
鋼
と
し

て
、
こ
の
墓
貌
と
大
墓
と
の
間
に
は
間
じ
よ
う
な
現
象
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

更
に
基
鮭
の
南
部
の
撲
列
の
正
し
い
墓
葬
は
北
。
中
・
爾
の
三
組
に
分
け
ら
れ

る
。
北
組
に
は
五
ケ
の
車
馬
坑
（
M
二
〇
・
四
〇
・
四
五
・
二
日
目
・
二
〇
四
）

を
中
心
と
し
て
、
西
側
に
多
徳
墓
に
属
す
る
三
人
墓
・
五
人
墓
が
並
び
、
そ
の

他
輩
墓
・
銅
器
墓
な
ど
が
東
側
に
あ
る
。
中
紐
は
西
端
に
あ
る
M
一
六
四
の
騎

馬
坑
（
一
入
一
馬
一
狗
）
を
主
と
し
て
多
数
の
多
徳
・
乱
機
墓
が
並
ん
で
い
る
。

石
氏
は
此
等
の
現
象
を
解
釈
し
て
、
三
組
の
一
墓
（
憩
形
式
・
M
二
三
二
）
を

総
指
揮
官
と
し
、
北
組
は
戦
車
五
㈱
…
を
中
心
と
し
た
車
回
（
指
揮
官
は
M
二
〇

　
　
　
　
⑭

か
）
で
あ
り
、
中
組
は
騎
馬
墓
（
M
＝
ハ
四
〉
を
将
と
し
た
歩
兵
の
集
潤
で
あ
り
、

こ
れ
ら
墓
葬
者
の
霊
魂
は
乙
早
筆
鮭
を
悪
鬼
か
ら
保
護
す
る
農
的
で
あ
る
と
し

た
。
氏
は
更
に
手
組
に
は
四
十
一
の
墓
葬
を
失
は
れ
た
も
の
と
し
て
補
充
し
、

表
の
如
き
軍
団
組
織
を
考
え
る
の
で
あ
る
。

　
今
こ
れ
を
西
北
岡
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
東
区
か
ら
一
結
坑
が
発
艦
さ
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

一　

¥
五
の
車
が
出
土
し
た
し
、
後
岡
大
荒
の
北
墓
道
に
は
一
叢
坑
が
あ
っ
た
。

（
図
題
）
ま
た
武
官
村
翠
黛
に
は
北
墓
道
に
品
字
形
に
並
ん
だ
三
篤
坑
計
＋
六
匹

60r　（417）



別類

　属

Sil

肇　
随
草
歩
卒
一
小
屯
一
百

謙
巨
　
　
・

　一部

火
車
隊

車
　
編

甲
　
士

　　部　　　歩1　　　　部
歩伍上童旅旅師睡樵蹴衣炊合
　　司
兵長馬長長 汲養装子tl

　
股
　
「
　
怨

寝
屯
五
車
一
隊

西
北
岡
：
一
玩
有
二
十
五
輔
車

小
屯
：
毎
箪
三
入
人
餐
一
套
兵
器

．
～
堀
一
副
ー
ー
劃
，
　
象
一

二
十
山
上
人
（
内
一
人
播
く
笙
部
酋
爪
長
）

小
陰
車
前
横
列
二
十
五
人

小
量
；
脆
負
銅
器
墓
二
人

小
屯
：
壷
葬
十
一
人

小
暑
：
重
葬
一
入

小
屯
：
器
墓
十
二
入

「
五
師
為
軍
」

「
五
旅
轟
轟
師
」

小
屯
：
現
論
仔
一
二
百
七
十
・
八
人
復
脚
尿
六
甲
臼
ニ
ナ
山
ハ
入

第
一
級
一
入
騎
馬

第
二
級
現
存
三
人
鋳
銅
鈴
額
帯

第
三
級
二
十
人
箔
蛙
飾
額
帯

第
四
級
約
百
入
骨
上
塗
紅

第
五
級
現
存
ご
百
五
十
四
莫
復
原
玉
茎
為
五
二
人
自
骨
二
身
　

　
　
　
　
　
石
琢
如
門
周
代
兵
制
探
源
扁
（
大
当
雑
誌
第
九
巻
第
九
期
）

の
馬
葬
が
あ
り
、
四
罵
一
車
と
し
て
四
ケ
の
戦
車
に
相
当
す
る
。
ま
た
中
組
は

武
宮
村
大
弓
の
多
数
の
排
葬
坑
・
乱
薄
額
「
と
い
わ
れ
る
多
偲
・
乱
羅
墓
に
相
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

す
る
と
考
え
ら
れ
れ
ば
颪
白
い
。
即
ち
こ
の
点
で
も
、
大
筆
と
同
様
な
性
格
が

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
先
の
建
築
の
頂
で
引
用
し
た
董
作
賓
氏
の
言
葉
は
こ

の
よ
う
な
現
象
の
類
似
か
ら
結
論
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
然
し
こ
の
よ
う
な
点
　
　
珊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
確

に
関
し
て
は
、
す
で
に
書
い
た
の
で
、
今
は
ふ
れ
な
い
。
た
だ
図
1
3
に
つ
い
て

今
少
し
く
説
明
を
変
る
と
・
乙
・
丙
組
輩
で
量
堂
号
い
靴
穿
（
乙
七
・
酪

乙
十
一
な
ど
）
は
正
房
、
南
北
に
長
い
も
の
（
乙
十
二
）
は
腰
当
で
あ
る
と
い
わ
れ
、

基
駈
内
に
行
わ
れ
た
狗
墓
・
副
葬
墓
・
馳
墓
な
ど
の
見
ら
れ
る
の
は
正
房
の
み

で
あ
り
、
乙
十
一
・
十
二
な
ど
の
下
面
に
あ
る
墓
葬
は
地
理
関
係
か
ら
明
ら
か

に
乙
十
一
・
幸
二
な
ど
と
関
係
な
く
、
中
越
の
西
半
に
あ
る
も
の
と
同
層
と
考

え
ら
れ
る
。
従
っ
て
石
氏
は
こ
れ
を
す
べ
て
右
傾
に
関
係
せ
し
め
た
わ
け
で
あ

触
然
し
蒼
こ
の
よ
う
に
季
姦
ど
の
董
・
路
面
区
別
し
得
る
も
の

で
あ
る
な
ら
ば
、
他
の
四
十
｝
墓
が
失
は
れ
て
了
つ
た
と
す
る
の
も
理
解
し
難

く
、
ひ
い
て
は
そ
の
復
一
原
も
肯
定
し
得
な
い
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
石
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

の
表
の
如
き
軍
団
編
成
も
、
多
少
疑
聞
を
懐
か
ざ
る
を
得
な
い
が
、
そ
の
当
否

は
別
と
し
て
も
、
墓
葬
・
建
築
と
も
に
、
石
氏
の
よ
う
な
研
究
が
積
み
重
ね
ら
　
「

れ
て
行
け
ば
、
或
は
将
来
も
つ
と
明
ら
か
な
殿
虚
の
概
観
が
得
ら
れ
る
で
あ
ろ

う
。
こ
の
点
、
大
い
に
石
上
の
研
究
を
期
待
す
る
次
第
で
あ
る
。

　
次
に
鷹
々
引
例
し
た
大
目
に
つ
い
て
次
に
の
べ
よ
う
。
す
で
に
千
丁
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

な
ど
に
よ
っ
て
西
北
岡
大
墓
の
大
要
が
紹
介
さ
れ
、
ま
た
後
岡
・
武
官
村
の
大

墓
に
つ
い
て
は
発
掘
報
告
・
或
は
紹
介
が
行
わ
れ
て
い
る
か
ら
こ
こ
で
は
ふ
れ

な
い
。
軽
羅
地
区
「
か
ら
は
総
計
十
二
の
野
墓
（
西
北
岡
十
一
・
後
岡
一
）
が
遜

見
さ
れ
た
が
、
何
れ
も
南
北
向
で
、
爾
と
北
或
は
頁
酉
南
北
照
方
に
鳴
動
を
作
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つ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

館　
　
　
　
大
功
は
、
股
鑛
以
外
に
は

　
　
　
　
溶
県
と
輝
県
と
か
ら
発
掘

　
　
　
　
さ
れ
た
。
溶
県
の
も
の
は
、

　
　
　
　
震
域
初
期
と
推
定
さ
れ
る

　　

@劃

烽
ﾌ
一
喜
め
て
・
翼

　
　
　
股

　
　
　
的
野
あ
り
、
何
れ
も
腰
坑
は

　
　
　
岡

　
　
　
後
な
く
、
西
周
以
降
の
も
の

　　

@醗

ﾅ
あ
謡
県
の
毒

　
　
　
陶
（
～
五
〇
号
墓
）
は
、
南

　
7
　
　
（

　
　
　
　
墓
道
長
一
四
・
八
、
寛
三

　
　
「

｝　
　
　
墓
米
、
北
聖
慮
は
寛
一
．
二

　
　
　
大

…　
　
　
の
米
で
長
さ
は
不
明
で
あ
る

…　　

@
駅
が
・
聖
典
を
な
し
て
い

　
　
　
図
る
。
墓
室
は
長
七
・
四
、

　
　
　
1
6

　
　
　
第
寛
五
。
二
、
潔
さ
は
八
・

　
　
　
　
二
米
あ
り
、
腰
坑
と
二
拶

　
　
　
　
台
と
が
あ
る
。
腰
坑
に
は

　
　
　
　
億
身
の
人
骨
と
狗
屠
と
が

　
　
　
　
あ
り
、
二
層
岩
上
に
合
計

閤
人
の
心
身
人
骨
が
あ
っ
た
ほ
か
、
南
面
の
二
層
台
の
土
中
な
ど
に
人
頭
骨
弧

禦
発
見
さ
れ
礁
こ
の
構
造
・
大
き
さ
は
後
岡
の
大
墓
・
殆
ん
・
羅
で
、

図
1
6
の
如
く
で
あ
る
（
こ
れ
は
後
脚
大
墓
で
あ
る
、
輝
県
大
恥
の
実
測
図
は
載

せ
ら
れ
て
い
な
い
）
。
そ
の
附
近
に
は
殉
葬
藩
を
埋
め
た
弓
術
・
乱
置
墓
が
発

見
さ
れ
な
か
っ
た
の
も
後
岡
と
同
様
で
あ
り
、
周
永
二
二
は
こ
の
二
墓
が
、
西

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

北
岡
に
死
し
て
小
な
る
こ
と
に
よ
る
か
と
い
っ
て
い
る
が
、
或
は
時
代
か
、
埋

葬
さ
れ
た
主
人
の
ち
が
い
か
も
し
れ
な
い
。
輝
県
の
発
掘
報
借
に
よ
る
と
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊨

の
大
墓
は
、
安
陽
小
乱
よ
り
多
少
時
代
が
回
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
従
来
の
発
掘
で
は
、
西
北
岡
の
仮
大
学
に
は
墓
道
が
な
く
、
ま
た
埋
葬
の
行

わ
れ
た
形
跡
も
余
り
な
い
の
で
、
こ
れ
を
除
外
す
れ
ば
、
大
墓
は
す
べ
て
二
或

は
四
の
墓
道
を
も
つ
。
こ
れ
に
賊
し
て
先
の
分
類
の
1
0
形
式
で
は
図
1
5
の
如
き

形
式
が
普
通
で
あ
っ
た
。
鄭
州
な
ど
の
も
の
も
こ
れ
に
当
る
。
然
る
に
死
五

二
年
秋
の
洛
…
陽
東
郊
擬
断
路
口
区
の
下
堀
で
は
図
1
7
・
1
8
の
如
き
も
の
が
発
見

さ
れ
、
ま
た
同
じ
東
大
寺
区
か
ら
も
、
長
三
・
八
七
米
、
二
二
・
六
七
米
、
深

七
・
八
米
で
、
爾
面
に
墓
道
が
あ
り
、
避
道
は
中
途
で
や
は
り
東
に
向
っ
て
折

れ
て
い
た
も
の
が
灘
掘
さ
れ
た
。
墓
鍵
の
二
贋
台
上
の
寮
と
北
と
に
眸
子
架
が

発
見
さ
れ
、
ま
た
常
磐
も
作
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
墓
室
の
大
き
さ
の
墓
は
、
従

来
群
遊
を
も
つ
も
の
は
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
こ
れ
は
洛
陽
の
股
墓
（
或

は
西
周
墓
）
の
も
つ
性
絡
…
の
一
つ
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
洛
…
陽
東
郊
か

ら
は
甲
骨
の
所
で
述
べ
た
如
く
、
最
も
進
ん
だ
形
式
の
甲
骨
を
…
出
土
し
、
ま
た

67　（4！9）
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諏一

�

鴬室

鼠

札．拝

職

・
の
墓
の
馨
者
も
・
武
義
馨
の
磐
蹴
箆
の
も
の
か
と
喬
っ
て
恥
・

即
ち
洛
陽
に
移
住
さ
せ
ら
れ
た
殿
畏
た
ち
で
あ
る
。
若
し
こ
の
よ
う
な
仮
定
が

許
さ
れ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
或
は
中
型
墓
と
も
言
う
べ
き
玲
形
式
に
大
墓
の
墓

道
が
作
ら
れ
、
論
纂
と
中
型
墓
と
の
混
合
し
た
彩
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

た
だ
こ
の
洛
陽
の
墓
を
股
の
造
民
の
も
の
と
す
る
こ
と
に
対
し
て
は
、
批
判
が

　
㊧

あ
り
、
殿
文
化
の
分
怖
か
ら
考
え
る
と
、
武
王
滅
殿
以
前
に
す
で
に
股
の
文
化

が
こ
の
地
方
に
及
ん
で
を
り
、
そ
の
遺
蹟
で
あ
る
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、
ま
た

拙
土
の
遺
物
に
見
ら
れ
る
西
周
的
要
素
も
、
単
に
時
代
差
と
す
る
以
外
に
、
馳

二
磯
古

、
耳窒 凝

坑

’

　　

@　

@　

@
玄

　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
．
鰍

　
　
　
　
聯

養
錘
塁
㌃

　　　第1S図　　洛陽3に女防更渥聾

（「1952辱二秋季洛腸野鴨発掘報告」）

　
最
後
に
一
、
二
気
付
い
た
点
に
ふ
れ
る
。

区
に
広
く
晃
ら
れ
た
、
腰
坑
に
つ
い
て
兇
る
と
、
安
陽
地
区
を
は
じ
め
、

北
の
白
家
筋
・
人
民
公
園
・
洛
陽
東
郊
・
長
安
門
門
鎮
、
な
ど
の
殿
・
西
周
墓
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

見
ら
れ
た
形
式
で
あ
る
が
　
　
一
九
五
鶯
年
に
締
わ
、
れ
た
鄭
．
州
人
斑
↓
公
園
の
酉
方

碧
沙
簡
の
発
掘
で
は
、
一
四
五
墓
申
十
例
の
腰
坑
を
と
も
な
っ
た
春
秋
戦
国
早

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

期
と
推
定
さ
れ
る
墓
葬
が
発
見
さ
れ
た
。
こ
れ
は
前
の
壁
一
説
墓
、
或
は
器
形
は

戦
国
式
で
あ
り
な
が
ら
、
文
字
は
講
式
の
丈
津
を
も
つ
た
河
南
省
郊
県
出
土
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

東
之
初
期
の
銅
器
と
共
に
将
来
の
般
文
化
の
流
転
と
東
周
と
の
関
係
を
た
ど
る

方
差
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
今
一
・
つ
こ
の
洛
陽
の
墓
で
注
意

す
臨
き
こ
と
は
、
函
欝
の
第
一
号

墓
の
如
く
耳
箋
を
も
つ
た
墓
室
が

発
見
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ

は
大
瑚
空
村
の
股
墓
（
図
1
9
）
に
随

葬
晶
を
い
れ
る
壁
穂
を
つ
く
っ
た

も
の
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
と
共
に

類
し
い
発
見
で
あ
り
、
戦
国
墓
に

通
ず
る
形
式
で
あ
る
こ
と
は
将
来

の
墓
綱
の
研
究
に
新
し
い
興
廉
を

　
　
　
　
　
　
　
㊦

加
え
た
も
の
で
あ
る
。

股
或
は
西
周
初
期
の
股
式
墓
葬
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
郵
州
東

6S （4－20）



　
　
一

⑪
⑥
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＼
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爾㊥　
　
手
掛
り
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

杓鼠
第
二
鴇
身
葬
で
あ
る
．
．
．
れ
導
く
李
養
に
よ
っ
て
皆
さ
れ
、
毅
代

癌
に
特
有
の
形
式
の
；
と
考
え
ら
れ
て
面
不
た
。
簾
の
響
葬
は
、
陶
器
・
銅

と究
　
器
を
弾
指
品
と
し
て
併
う
も
の
が
あ
り
、
第
三
次
発
掘
の
一
八
．
四
募
・
墓
で
は

驚
蝶
融
繍
雛
縫
総
堀
籍
鵠
懸
翻

式殿
　
肉
期
の
墓
に
数
例
あ
り
、
陶
器
の
随
葬
が
見
ら
れ
た
が
、
一
九
五
五
年
七
月
の

るけ
．
第
二
次
長
安
半
坂
村
の
彩
陶
遺
駈
の
発
掘
で
は
、
や
は
り
傭
身
曲
葬
が
発
見
さ
れ

お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

に
　
　
（
墓
数
は
来
報
費
）
、
こ
れ
に
は
全
く
随
葬
品
が
冤
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
耳

近最
　
披
村
の
彩
陶
遺
蹟
の
擬
餌
が
確
定
す
れ
ば
、
こ
の
葬
法
が
薪
石
器
時
代
か
ら
殿

代
に
ま
で
普
辺
的
な
も
の
で
あ
っ
た
か
否
か
が
明
ら
か
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

殿
代
の
尊
書
葬
に
つ
い
て
は
、
王
仲
殊
氏
は
日
照
県
の
龍
由
文
化
の
影
鐡
口
か
と

　
　
　
　
　
　
⑧

推
定
し
て
い
る
が
、
現
在
の
所
確
定
し
た
こ
と
は
言
い
得
な
い
。
た
だ
従
来
殿

の
護
身
葬
の
時
期
が
余
り
明
ら
か
で
な
か
っ
た
の
が
、
糧
梁
の
発
掘
に
よ
っ
て

可
成
り
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
輝
県
琉
璃
閣

区
の
墓
葬
は
北
・
中
・
爾
の
三
小
鼠
に
分
け
ら
れ
る
が
、
北
区
二
十
八
蓬
中
、

箭
身
葬
は
手
二
墓
あ
り
、
且
つ
仰
身
墓
十
六
の
う
ち
の
一
（
二
二
六
号
）
が
、

墓
向
が
爾
北
で
、
頭
が
北
を
向
く
以
外
は
、
す
べ
て
墓
．
同
は
東
西
で
、
頭
は
東

向
で
あ
っ
た
。
中
区
は
九
墓
中
、
二
三
七
号
墓
が
頭
を
策
に
し
た
二
身
葬
で
あ

る
以
外
、
他
は
す
べ
て
仰
身
で
繭
を
向
い
て
い
た
。
而
か
も
墓
の
大
き
さ
は
両

区
と
も
小
型
墓
の
み
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
南
区
に
は
大
・
中
・
小
の
異
型

十
六
墓
あ
り
、
す
べ
て
頭
は
北
向
で
あ
っ
た
が
、
偲
身
葬
は
墜
墓
の
み
で
あ
っ

．
た
の
で
あ
る
（
殉
葬
者
を
除
く
）
。
こ
れ
を
出
土
の
遺
物
に
つ
い
て
見
る
と
、

北
中
区
は
鄭
州
の
早
期
に
縮
饗
す
る
と
い
わ
れ
、
従
っ
て
小
売
期
以
前
に
借
身

葬
が
多
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
爾
区
は
郵
州
晩
．
期
即
ち
小
屯
期
に
9

　
　
　
㊦

相
当
す
る
。
其
身
葬
の
時
代
が
早
い
と
い
う
こ
と
は
す
で
に
李
聖
王
に
よ
っ
て

考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
輝
懸
の
掘
発
に
よ
っ
て
一
瞬
確
笑
な
も

の
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋤

　
ま
た
墓
向
に
つ
い
て
見
る
と
、
頭
部
が
東
向
か
ら
爾
向
・
北
向
に
変
化
し
て
　
α

い
る
こ
と
も
、
小
県
が
殆
ん
ど
北
向
で
あ
る
こ
と
と
共
に
殿
代
と
そ
の
濫
削
後
の
　
　
6
9



葬
法
と
を
考
え
る
参
考
に
な
る
し
、
更
に
黒
米
・
中
型
墓
な
ど
の
殉
葬
者
が
多

く
は
術
身
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
れ
が
中
国
の
掌
春
に
よ
っ
て
奴
隷
と
い
わ
れ
る

こ
と
の
当
否
は
別
と
し
て
、
比
較
的
早
期
と
さ
れ
る
独
立
の
箭
身
諦
葬
と
ど
の
よ

う
な
関
係
が
あ
る
の
か
、
今
後
の
問
題
で
あ
る
。
ま
た
殉
葬
者
が
往
々
爾
腕
を

背
で
く
く
り
あ
は
せ
た
如
く
交
叉
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
四
馬
．
磨
地
区
で
発
見

さ
れ
た
小
漁
期
よ
り
早
い
（
ト
骨
か
ら
見
て
若
州
中
期
に
当
る
）
墓
葬
で
、
児

童
を
傭
身
屈
肢
で
手
を
背
面
で
交
叉
さ
せ
た
こ
と
と
関
係
が
あ
る
か
も
し
れ
な

　
⑭

い
し
、
更
に
こ
の
四
盤
磨
の
風
習
は
鄭
州
の
基
軸
に
お
い
て
、
孟
母
に
ふ
れ
た

如
く
、
秀
土
の
下
面
に
児
童
を
埋
葬
し
て
い
た
こ
と
と
関
係
あ
る
か
も
し
れ
な

魎
即
ち
子
供
爵
し
て
舞
な
宗
教
的
な
鍵
必
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い

が
、
何
れ
も
今
後
の
聞
題
で
あ
る
。

　
第
三
は
歯
学
に
見
ら
れ
る
含
参
差
貝
と
言
わ
れ
る
風
習
で
あ
る
。
こ
れ
は
子

安
貝
一
・
二
枚
を
死
者
の
口
中
或
は
手
中
に
い
れ
て
葬
る
風
習
で
あ
る
。
こ
の

風
習
は
、
貝
を
生
命
力
或
は
生
殖
力
の
象
徴
と
冤
な
し
、
死
考
の
露
魂
の
長
生

を
願
っ
た
も
の
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
周
永
珍
氏
は
こ
れ
を
股
代
墓
葬
に
普
辺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

の
風
習
で
あ
る
と
い
う
が
、
こ
れ
は
誤
り
で
あ
る
。
こ
の
風
習
が
発
掘
単
身
に

隔
意
さ
れ
た
の
は
、
西
北
岡
薫
習
地
区
の
発
掘
よ
り
も
後
、
第
十
四
次
の
大
司

山
村
発
掘
に
至
っ
て
は
じ
め
て
注
目
さ
れ
、
そ
の
後
の
小
勢
の
発
掘
で
も
七
賢

　
　
　
　
　
　
　
⑲

に
見
ら
れ
た
の
み
で
、
こ
れ
か
ら
考
え
る
と
、
ご
く
小
数
し
か
発
見
さ
れ
な
か

っ
た
の
で
あ
り
、
ま
た
西
北
岡
の
三
園
の
発
掘
で
は
＝
　
二
八
の
小
壁
が
発
掘

さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
も
し
こ
の
風
習
が
股
代
に
普
辺
的
で
あ
る
な
ら
ば
、

当
然
注
意
さ
れ
た
筈
で
あ
っ
た
。
然
る
に
一
九
五
三
年
の
大
司
空
村
営
獺
で
は

一
穴
蹴
墓
巾
半
数
の
八
三
墓
か
ら
、
貝
が
発
見
さ
れ
た
。
従
っ
て
こ
の
念
貝
握

貝
の
風
習
は
、
大
謂
空
村
地
域
の
股
代
人
に
広
く
行
わ
れ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

故
に
こ
の
風
習
は
小
屯
地
区
と
は
、
時
代
的
な
差
で
あ
る
か
、
或
は
居
住
者
の

習
慣
の
差
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
同
じ
安
逸
地
区
で
も
四

盤
轄
村
の
墓
葬
に
は
、
小
屯
と
は
多
少
異
っ
た
要
素
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
こ
と

と
併
せ
考
え
る
と
、
鄭
州
晩
期
に
相
当
す
る
安
陽
の
股
代
遺
蹟
も
、
そ
の
構
成

要
素
に
は
色
々
の
も
の
が
あ
り
、
ま
た
当
時
の
殿
の
都
を
形
づ
く
っ
て
い
た
も

の
の
間
に
は
種
々
の
実
習
を
も
つ
た
人
々
が
参
加
し
て
い
た
こ
と
を
想
像
せ
し

め
る
。
　
こ
の
点
で
も
、
鄭
娼
の
殿
代
遺
蹟
が
精
密
に
発
掘
さ
れ
、
ま
た
阜
・

中
・
晩
の
三
期
の
糧
互
の
関
係
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
必
要
を
感
ず
る
。

　
　
　
結
　
　
　
語

　
以
上
の
如
く
、
三
つ
の
点
に
わ
け
て
述
べ
て
来
た
け
れ
ど
も
、
竣
後
に
こ
れ

ら
を
ま
と
め
て
み
よ
う
。

　
一
、
亀
甲
を
ト
占
に
使
用
す
る
風
習
は
、
股
式
遺
蹟
の
中
期
に
は
じ
ま
り
、

晩
期
に
盛
ん
に
な
る
。
鄭
州
で
は
、
亀
甲
と
青
銅
器
と
は
、
共
に
こ
の
中
期
か

ら
は
じ
ま
る
の
で
、
或
は
岡
者
は
関
聯
し
て
そ
の
起
源
を
考
え
ら
れ
る
可
き
か

　
　
　
　
⑩

も
し
れ
な
い
。

　
二
、
豪
華
で
は
、
白
田
面
を
居
住
鮭
に
利
用
し
な
か
っ
た
。
従
っ
て
こ
の
漆
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喰
面
と
も
い
う
可
き
も
の
に
代
る
方
法
が
窪
い
ら
れ
た
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の

点
で
、
小
傷
以
葡
と
小
聖
以
後
と
に
は
、
居
住
祉
の
建
設
に
変
化
が
あ
り
、
小

里
は
そ
れ
以
後
に
関
係
が
深
い
か
と
も
想
像
さ
れ
る
。

　
三
、
埋
る
種
の
墓
葬
と
居
住
駈
の
あ
る
も
の
と
は
同
じ
よ
う
な
観
念
の
も
と

に
作
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
当
時
の
宗
教
観
念
を
考
え
る
一
つ
の
手
掛
り
を
与

え
る
で
あ
ら
う
。
特
に
幼
児
の
殉
葬
は
そ
の
特
色
で
あ
る
。

　
四
、
樋
代
に
特
有
と
い
わ
れ
た
術
身
葬
は
、
時
期
的
に
は
早
期
に
盛
行
し
た

と
思
は
れ
る
。
従
っ
て
股
交
化
の
早
期
と
龍
山
期
文
化
と
の
関
聯
を
考
え
る
一

つ
の
道
を
な
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
五
、
墓
葬
の
形
式
の
あ
る
も
の
は
、
東
周
時
代
に
も
影
響
を
残
し
て
い
る
こ

と
は
、
殿
文
化
の
流
転
を
考
え
る
に
参
．
考
に
な
る
で
あ
ら
う
。

　
こ
れ
ら
の
特
色
は
、
今
後
の
古
代
史
研
究
に
重
要
な
鍵
と
な
る
で
あ
ら
う
。

そ
れ
と
共
に
屡
々
繰
返
す
よ
う
で
あ
る
が
、
今
後
の
発
掘
に
は
偉
蹟
全
体
を
明

確
に
把
握
す
る
よ
う
な
方
法
が
と
ら
れ
る
こ
と
を
希
望
し
て
本
稿
を
終
る
。
な

お
本
稿
は
私
の
股
代
研
究
の
た
め
の
ノ
ー
ト
で
あ
っ
た
た
め
に
、
ま
と
ま
り
の

な
い
も
の
に
な
っ
て
了
つ
た
こ
と
を
潔
く
お
詑
び
す
る
。

　
　
　
附
　
　
　
論

　
本
稿
を
書
き
終
え
た
後
に
な
っ
て
気
付
い
た
研
究
或
は
新
着
の
報
告
を
見
る

こ
と
が
磁
来
た
の
で
、
一
二
補
足
し
て
お
く
。

　
1
、
甲
骨
に
つ
い
て

　
輝
県
琉
璃
閣
区
に
お
い
て
出
土
し
た
ト
骨
は
、
前
号
に
お
い
て
述
べ
た
如
く
、

早
期
或
は
中
期
、
特
に
早
期
の
も
の
が
多
い
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
ほ
か
第
一

坑
か
ら
は
亀
版
を
も
｝
ケ
出
土
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
ト
占
に
使
用
し
た
も
の

で
は
な
い
。
琉
璃
閣
区
の
股
代
灰
坑
は
四
所
あ
り
、
そ
の
う
ち
三
所
は
中
区
に

あ
り
、
第
四
坑
一
所
が
南
区
で
あ
る
。
こ
の
四
坑
の
う
ち
ト
骨
を
鍬
土
し
た
の

は
第
｝
坑
が
十
七
片
、
第
二
坑
が
こ
片
、
第
闘
坑
が
｝
片
で
あ
る
。
但
し
箪
四
坑

は
時
期
的
に
は
晩
期
の
潮
時
よ
り
下
層
の
も
の
で
あ
り
、
ト
骨
の
処
理
方
法
は

早
期
の
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
最
も
重
要
な
の
は
第
一
坑
で
あ
る
。
こ
の

灰
坑
は
深
さ
十
「
米
以
上
あ
り
、
十
六
以
上
の
堆
積
層
よ
り
成
っ
て
い
る
が
、

卜
骨
の
繊
醸
す
る
の
は
、
第
三
層
か
ら
第
七
層
ま
で
、
即
ち
大
体
地
下
五
米
よ

り
上
の
層
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
そ
う
し
て
こ
の
五
米
を
中
間
と
す
る
上
下
と

下
騨
と
の
閥
に
は
比
較
的
長
い
隠
期
の
問
隔
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
然
し
出
土

の
遺
物
で
は
や
は
り
共
に
股
代
早
期
の
も
の
と
い
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
た
だ
一

例
で
は
あ
る
が
、
こ
の
坑
の
地
層
関
係
か
ら
、
ト
骨
の
習
慣
が
殿
文
化
に
入
っ

て
来
た
の
は
、
早
期
の
う
ち
の
後
半
と
い
う
こ
と
が
可
能
に
な
る
か
も
し
れ
な

い
。
こ
の
ほ
か
西
方
の
楮
邸
区
か
ら
も
ト
骨
を
出
土
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
早

　
　
　
　
　
⑳

期
の
も
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、
黒
陶
文
化
の
ト
骨
と
、
殿
文
化
の
ト
亀
と
の
関

係
で
あ
る
。
前
母
で
す
で
に
見
た
如
く
、
ト
亀
と
ト
骨
と
は
正
嘉
の
も
の
と
考

え
た
の
で
あ
る
が
、
石
環
如
疑
も
同
様
の
考
え
を
発
表
し
て
い
る
。
石
子
は
中
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國
新
石
器
時
代
の
文
化
を
、
彩
陶
∵
灰
墨
∵
黒
陶
の
三
種
に
わ
け
る
の
で
あ
る

幅
整
骨
鴇
芝
あ
げ
た
露
店
●
筆
崖
．
懸
垂
な
ど
の
ほ
か
・
安
陽

地
区
の
後
報
・
高
井
台
子
・
同
楽
塞
の
黒
陶
期
の
遺
蹟
か
ら
も
出
土
し
た
こ
と

を
あ
げ
、
何
れ
も
そ
の
方
法
は
原
始
的
で
あ
る
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
縢
県

安
上
村
・
伸
暢
県
黒
孤
堆
の
ト
亀
が
共
に
裏
面
に
蟹
を
併
い
、
而
か
も
灰
陶
に

関
係
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
而
か
も
考
古
学
的
な
研
究
に
よ
れ
ば
、
こ
の
三

つ
の
文
化
は
時
代
的
に
は
彩
陶
・
黒
陶
・
灰
陶
の
順
に
考
え
ら
れ
、
小
鴨
地
区

で
は
灰
陶
に
代
表
さ
れ
る
殿
文
化
に
亀
甲
が
発
見
さ
れ
る
の
で
、
石
馬
は
ト
骨

を
併
う
黒
陶
の
上
に
、
灰
陶
と
ト
亀
と
を
請
う
文
化
が
来
り
、
こ
の
両
鶴
に
よ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

て
般
交
化
が
成
立
す
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
潅
河
流
城
の
灰
陶
文
化

が
股
文
化
と
重
要
な
閣
係
を
も
つ
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
既
で
に
見
た
如

く
、
亀
甲
は
西
方
と
も
多
少
関
係
が
あ
り
、
ま
た
股
武
早
期
が
ト
骨
の
み
を
轟

土
し
て
い
る
こ
と
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
、
ま
た
ト
骨
以
前
の
股
式
文
化

が
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
三
つ
の
関
係
を
如
何
に
考
え
た
ら
よ
い
か
将
来
重
要

な
問
題
に
な
る
で
あ
ら
う
。

　
2
、
青
銅
器
に
つ
い
て

　
先
の
結
論
の
部
で
述
べ
た
如
く
、
青
銅
器
は
珪
華
中
期
の
ト
趨
の
患
現
と
同

時
に
考
え
ら
れ
る
と
推
定
し
た
の
で
あ
る
が
、
現
在
ま
で
の
所
郵
粥
で
は
確
か

に
そ
う
で
あ
っ
た
。
二
里
岡
の
中
期
の
遣
蹟
で
は
、
翻
倒
と
ト
骨
に
鐵
を
作
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

の
に
使
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
一
腰
を
出
土
し
た
の
み
で
あ
っ
た
が
、
鄭
州
市

の
｛
果
北
白
熱
荘
分
中
期
の
（
或
は
早
期
に
も
近
い
と
思
は
れ
る
）
藥
葬
で
は
、
第

二
号
墓
か
ら
爵
・
愚
・
盤
・
馨
・
鼎
各
　
器
、
第
三
号
墓
は
鼎
三
・
畢
。
籔
蕎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

二
。
掻
・
爵
・
簿
聖
慮
を
出
土
し
た
。
こ
れ
ら
の
青
銅
器
と
同
じ
形
制
の
銅
器

が
輝
県
の
墓
か
ら
も
出
土
し
て
い
る
。
銅
鎌
な
ど
の
小
さ
い
も
の
は
除
き
、
中

区
の
一
一
〇
号
墓
か
ら
は
一
齢
・
聾
・
爵
・
甑
・
父
餐
一
、
そ
の
他
性
・
繭
漁
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

か
ら
も
銅
容
器
を
出
土
し
て
い
る
。
墓
葬
の
所
で
述
べ
た
如
く
、
北
・
中
区
は
早

期
に
、
南
区
は
晩
期
に
属
す
る
が
、
従
っ
て
、
股
早
期
か
ら
銅
器
の
使
用
が
行

わ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
豊
州
よ
り
も
早
く
な
る
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
ら
郵

州
・
華
墨
の
銅
器
は
小
屯
C
区
の
運
三
三
三
墓
な
ど
か
ら
出
土
し
た
も
の
と
最

も
関
係
が
深
い
・
こ
の
小
屯
。
匿
つ
い
て
は
す
で
に
の
べ
た
如
ゆ
・
股
舌

う
ち
で
も
第
一
期
或
は
そ
れ
に
近
い
時
期
の
澱
蹟
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
多
く
、

即
ち
小
燈
遣
蹟
で
も
比
較
的
早
い
時
期
か
ら
C
区
が
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、

銅
器
の
癒
か
ら
も
証
明
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
従
来
編
年
の
困
難
で
あ
っ
た

股
の
青
銅
器
も
、
将
来
次
第
に
編
年
が
可
能
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
然
し
青
鋼
器
の
源
流
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
殿
代
早
期
か
ら
す
で
に
出
翼

し
て
い
る
の
で
、
そ
の
趨
原
は
や
は
り
依
然
と
し
て
不
朗
と
い
わ
ざ
る
を
得
な

い
。
　
（
本
研
究
は
昭
和
三
十
年
度
交
部
省
科
学
研
究
嚢
に
よ
る
も
の
で
あ
る
）

誰　
⑳
　
石
弓
如
「
殿
城
最
近
之
重
要
発
現
」
、
同
「
小
屯
C
区
的
墓
葬
群
」

　
　
（
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
藁
屑
第
二
十
三
本
）
の
両
融
聡
に
の
せ
ら

　
　
れ
た
分
類
を
総
含
し
た
亀
の
で
あ
る
。
麟
避
は
後
者
に
所
載
。
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⑩
中
翻
科
学
院
考
古
研
究
所
中
朝
田
野
考
古
報
告
集
第
一
号
「
輝
県
発
掘

　
報
告
」

⑭
　
石
塀
如
「
毅
城
最
近
之
鑑
要
発
現
」
挿
図
九
。
な
お
建
築
の
祭
儀
に
つ

　
い
て
は
、
国
軍
の
「
周
僧
親
篇
扁
　
（
申
翻
考
吉
学
報
第
四
冊
）
に
一
詳
し
い
。

＠
郭
宝
鈎
コ
九
五
〇
論
議
股
城
発
掘
報
告
」
、
岡
田
芳
三
郎
「
武
官
村

　
の
譜
代
大
墓
偏
　
（
皮
林
三
七
巻
五
男
）

⑬
　
M
二
〇
は
一
算
四
馬
三
人
、
他
は
一
二
二
馬
三
人
か
ら
成
っ
て
い
た
。

⑲
石
頂
門
小
紫
C
区
的
葬
墓
群
鳳
に
引
据
さ
れ
て
い
る
。

⑯
　
石
黄
如
「
河
南
安
湯
後
岡
的
駿
墓
扁
　
（
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所

　
集
刊
第
十
三
本
）

⑯
識
⑫

⑰
石
璋
如
「
殿
二
物
近
写
重
要
発
現
」
頁
三
〇
以
下

⑱
　
註
（
⑫
　
石
氏
は
岡
［
頁
三
十
」
に
お
い
て
は
、
中
塗
な
ど
の
墓
弗
騨
は
厩
一
房

　
に
関
係
す
る
か
と
も
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

⑧
石
氏
は
「
殿
塊
最
近
重
要
発
現
」
、
「
同
続
篇
」
な
ど
7
6
は
、
こ
れ
ら
の

　
墓
｛
葬
は
、
卜
辞
の
伐
祭
、
即
ち
人
間
の
首
を
断
劉
っ
て
囎
械
牲
と
し
て
供
え
る

　
竜
の
と
考
え
て
い
た
。
然
し
若
し
こ
れ
に
よ
っ
て
軍
団
編
成
を
考
え
る
と

　
す
れ
ば
、
伐
祭
と
し
て
考
え
る
こ
と
は
多
少
変
更
を
要
す
る
。
以
下
に
石

　
氏
の
芯
剛
説
を
轟
醗
げ
て
参
考
に
…
供
し
よ
う
。
乙
七
筆
硯
祉
内
部
の
蕊
鳳
雛
の
う
ち
、

　
上
層
に
あ
る
四
ケ
の
麓
茎
は
、
門
戸
の
部
分
に
あ
り
、
父
・
盾
な
ど
を
所

　
持
し
て
瞥
謎
の
任
に
あ
た
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
周
碧
天
官
の
愚
人

　
に
霜
囲
し
、
　
「
王
宮
鐘
鋳
四
人
、
圏
自
習
如
之
」
、
「
閣
入
興
守
王
宮
之
中

　
門
之
禁
、
喪
服
凶
器
不
入
宮
、
間
服
賊
器
不
入
宮
、
斎
服
怪
晟
不
入
宮
、

　
凡
内
人
公
器
賓
客
無
帥
、
則
幾
其
出
入
、
以
時
切
閉
、
凡
外
内
命
夫
命
婦

　
縄
入
、
則
為
之
開
、
掌
掃
門
庭
、
大
祭
瓢
袈
紀
之
窮
、
設
門
燈
、
曄
宮
門

　
緑
門
、
凡
賓
容
塩
魚
之
」
と
言
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
女
人

　
葬
と
考
え
ら
れ
る
二
墓
に
つ
い
て
は
、
合
計
五
人
の
人
骨
が
発
見
さ
れ
て

　
い
る
の
で
、
こ
れ
竜
肩
」
じ
く
天
官
【
の
｛
糊
入
に
議
論
し
、
門
王
之
正
内
五
入
」

　
「
寺
口
掌
王
之
内
人
、
　
及
女
官
之
減
令
、
相
道
典
掛
入
之
纂
濤
糾
之
、

　
若
有
喪
紀
潜
思
祭
紀
之
事
、
則
帥
女
宮
而
致
於
有
司
、
佐
世
馬
絹
礼
事
、

　
掌
内
人
之
禁
令
、
凡
内
人
略
臨
界
外
、
則
王
難
往
立
干
薫
辛
、
影
響
相
之
」

　
を
職
掌
と
す
る
亀
の
に
当
て
た
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
北
・
中
・
南
三
口
の

　
う
ち
、
北
誕
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
墓
葬
は
前
後
五
回
に
わ
た
っ
て
行
わ

　
れ
た
祭
紀
の
艘
懐
牲
“
乞
棚
蝋
め
た
q
℃
の
で
あ
る
と
し
山
甲
・
山
雪
区
の
蟄
州
扉
に
、
　
は
「

　
資
料
の
未
整
理
の
た
め
に
暑
及
し
な
か
っ
た
。
勿
論
こ
れ
ら
の
考
勝
つ
の

　
一
え
推
定
で
は
あ
る
が
、
「
C
区
墓
｛
葬
群
」
で
は
何
も
ふ
れ
て
い
な
い
の
は

　
何
赦
で
あ
ろ
う
か
。
若
し
石
綿
が
後
に
な
っ
て
北
・
申
南
区
の
墓
葬
を
軍

　
隊
組
織
と
し
て
考
え
た
の
が
正
し
い
と
す
る
な
ら
ば
、
大
半
の
も
の
が
頭

　
部
を
切
断
さ
わ
て
い
た
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
か
、
照
人
に
あ

　
た
る
墓
葬
な
ど
の
人
骨
が
完
金
な
も
の
で
あ
り
、
ま
た
軍
馬
坑
・
騎
馬
坑

　
な
ど
の
も
の
督
学
身
で
は
あ
る
が
、
や
は
り
完
全
で
あ
っ
た
。
単
に
階
級

　
の
上
下
の
み
に
よ
っ
て
も
解
決
し
え
な
い
よ
う
で
あ
り
、
簡
単
に
軍
隊
組

　
織
を
考
え
る
こ
と
も
平
野
の
よ
う
で
あ
る
。

⑳
　
梅
原
末
治
「
河
山
陶
省
［
彫
双
偲
呈
上
り
侯
家
非
聴
古
墓
群
の
概
観
」
一
　
（
疑
雲
第

　
二
＋
九
号
）

⑳
　
武
官
村
大
賢
は
西
北
陶
に
連
続
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
加
え

　
て
西
撃
墜
と
し
て
一
括
す
る
。
西
北
周
は
従
来
駆
上
荘
西
北
岡
と
称
さ
れ

　
て
旗
ハ
た
が
、
鵬
天
際
は
武
宮
村
の
西
北
岡
な
の
で
あ
る
。
な
お
梅
原
研
教
授
は

　
こ
の
十
一
の
ほ
か
、
｝
更
に
無
号
ム
八
墓
…
を
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
謙
貯
紬
は

　
判
明
し
な
い
。
　
陳
夢
家
「
殿
代
銅
器
」
　
（
考
盲
学
報
第
七
柵
）
、
胡
厚
宣
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「
殿
城
発
掘
」
は
何
れ
も
こ
の
無
号
墓
に
つ
い
て
は
ふ
れ
て
い
な
い
。

⑫
　
郭
宝
鉤
「
灘
嘱
辛
村
古
残
響
之
堅
甲
」
　
（
田
野
考
古
報
告
第
一
冊
）

⑨
　

「
輝
県
発
掘
報
告
」
頁
十
六
、
他
の
大
難
に
も
同
様
の
現
象
が
あ
る
。

（妙

@
　
田
周
・
氷
珍
「
陥
版
代
墓
非
葬
形
翻
咽
」
　
（
一
日
訊
五
五
年
第
懸
隔
期
）

⑤
　
「
輝
県
発
掘
報
告
」
頁
三
十
一
。
な
お
繋
累
固
囲
村
区
で
発
掘
さ
れ
た

　
一
一
一
つ
の
戦
團
大
慕
の
形
制
は
濾
…
県
と
同
形
式
で
あ
る
。
ま
た
琉
璃
一
閣
区
の

　
戦
国
墓
一
四
〇
暑
は
榔
㎜
と
墓
壁
と
の
購
に
…
澱
と
石
と
を
積
み
重
ね
、
て
い
る

　
が
、
こ
れ
は
洛
陽
四
東
郊
の
融
厭
出
田
凋
初
と
考
5
ん
ら
れ
る
第
一
夢
墓
（
図
1
8
）

　
が
や
は
り
榔
外
・
に
石
を
積
ん
で
い
る
の
と
岡
様
で
あ
る
。

⑳
　
郭
宝
鈎
等
前
掲
書

㊥
　
胡
謙
盈
「
尖
峰
堅
人
墓
的
商
戦
」
　
（
通
訊
五
六
年
第
三
期
）

⑲
　
　
幹
砿
㊥
及
本
稿
下
百
ハ
編
ハ
八

⑳
　
河
南
文
物
工
作
隊
第
一
隊
　
「
郵
州
市
白
家
倉
商
代
墓
葬
発
掘
舗
報
」

　
（
丈
参
五
五
年
第
十
期
）
、
鄭
州
市
文
物
工
作
組
「
郷
州
市
人
践
公
園
第
二

　
十
五
号
商
代
墓
騨
清
理
簡
報
」
（
文
参
五
四
年
第
十
二
期
）
、
石
興
邦
「
長

　
安
晶
皆
渡
山
村
憎
四
周
蕊
爺
葬
発
掘
配
」
　
（
考
古
巌
ナ
報
甑
ザ
八
掃
凹
）

⑧
河
南
省
文
化
局
文
物
工
作
第
第
一
隊
「
鄭
州
碧
沙
嵩
発
掘
簡
報
」
（
丈

　
参
五
六
年
第
三
期
）
、
こ
の
潔
雪
占
國
早
期
と
い
わ
れ
る
墓
は
、
腰
坑
の

　
形
が
不
規
則
で
、
繋
馬
の
も
の
が
人
里
あ
聖
堂
を
し
て
い
る
の
に
死
べ
、
脚
朋
れ

　
た
形
で
あ
る
。
従
っ
て
腰
坑
を
奪
う
墓
制
は
股
以
後
す
た
れ
た
も
の
と
考

　
え
ら
れ
、
腰
坑
に
与
え
ら
れ
て
い
た
宗
教
的
意
義
竜
次
第
に
忘
れ
ち
れ
て

　
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

⑭
　
麿
蘭
一
挙
県
繊
土
的
銅
羅
群
」
　
（
丈
参
五
附
年
第
五
期
）

⑫
　
李
済
「
傭
融
業
」
　
（
安
陽
発
掘
報
告
第
三
期
）

＠
　
考
賓
研
究
衡
西
安
望
事
工
作
隊
「
西
安
半
被
遺
玩
第
二
次
発
掘
的
主
要

　
収
燃
慢
扁
　
（
賦
魍
訊
五
山
一
年
第
二
撫
酬
）

⑭
　
梁
思
永
「
龍
庸
丈
化
i
申
圏
丈
明
的
史
前
罷
職
一
」
　
（
考
古
学
報
第

　
七
冊
）
、
王
仲
殊
「
墓
葬
略
説
」
　
（
通
訊
五
五
年
第
一
期
）

⑮
　
　
「
輝
県
発
掘
報
課
口
㎏
頁
一
山
ハ
・
…
二
十
｝

⑯
　
郭
宝
鈎
「
一
九
五
〇
年
瀞
殿
壌
発
掘
報
欝
」

⑰
前
号
頁
五
九

禽
）
　
周
墨
流
前
掲
書

⑧
高
去
尋
「
股
礼
配
置
貝
握
貝
」
（
申
央
研
究
院
恐
嚇
一
）
、
こ
の
風
習
は

　
後
に
玉
・
銅
銭
を
使
饗
す
る
。

⑳
附
論
2

⑪
　
　
「
輝
県
発
掘
報
告
」
第
一
編
璃
璃
薦
区
・
第
四
篇
祷
那
区
。

⑫
石
璋
如
「
新
石
糖
時
代
的
中
原
」
（
大
圏
雑
誌
第
閥
巻
三
期
）

⑬
　
石
蹄
如
「
骨
卜
与
亀
卜
探
測
」
　
（
大
隅
雑
誌
第
八
巻
九
期
）

⑭
　
安
志
敏
「
一
九
五
二
年
秋
壁
糸
州
二
里
岡
発
掘
記
」

⑮
註
㊥

⑯
　
「
輝
県
発
掘
報
告
」
頁
二
七
、
綱
報
告
に
よ
る
と
北
・
中
区
の
銅
器
は
、

　
小
難
前
期
に
当
り
、
南
区
は
小
屯
期
に
絹
当
す
る
と
い
う
。
従
っ
て
小
屯

　
C
区
の
遺
蹟
は
、
武
丁
か
ら
は
じ
ま
る
ト
辞
よ
り
早
い
か
も
し
れ
な
い
。

　
ま
た
朗
紙
冠
氏
は
、
陳
夢
家
氏
の
第
一
了
解
丁
時
代
後
半
と
い
う
自
組
・

　
気
組
（
筆
者
ら
の
王
族
・
多
子
族
）
卜
辞
を
、
武
丁
以
前
か
と
も
推
定
し

　
て
い
る
。
（
「
戦
後
康
灘
新
駅
甲
膏
集
」
序
）
こ
れ
ら
の
ト
辞
も
ま
た
第
＝

　
に
C
区
か
ら
出
土
し
て
い
る
。

⑰
　
前
号
頁
五
五
以
下
、
ま
た
建
築
に
見
ら
れ
る
霞
田
面
が
、
新
石
器
時
代

　
に
書
辺
的
で
あ
り
、
こ
れ
が
小
婦
で
は
C
区
に
た
だ
｝
例
し
か
見
ら
れ
な

　
か
っ
た
こ
と
も
、
時
期
上
の
早
晩
と
関
係
あ
る
と
竜
考
え
ら
れ
る
。
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